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要旨　公共サービスの構造にみられる最近の変化を分析するために,再j亀成論が適切かどうかが考察されるc
公共サービスにおける最近の変化は､民営化の概念が示唆するよりも格段に複雑であり,製造業の研究にこれま
で適用されてきた様々な概念は､公共サービスの研究にも適用できるという主張が展開される｡検討される諸概
念には,労働強化､合理化､技術変化,自給などがあるo本稿の結語では.公共サービスの再編成の分析のため
の研究課題が提示される｡
(1)序
地理学や都市研究のような細分化した学際的な研究
領域の必然的な帰結の一つは､その分野の一部では広
く受け入れらた概念が､他の分野では無視されている
ことにあるo　この適例は､産業経済学の分野で発展し
てきた制度学派粥err, 1954)であり､これは都市マネジ
ャリズム論(Pahl, 1975)に引き継がれているが,産業地
理学者にはほとんど無視されている｡同様の状況が今
日でも存在する｡いわゆる再編成論は産業地理学
(Mas艶　1984)でかなり主流となってきたが､つい最
近まで公共サービスや共同消費に関する研究はこれを
無視してきた｡本稿では､このような現状が望ましい
ものではなく､再編成の概念を公共サービスの研究と
結びつけるなら､有益な洞察が得られるとの主張がな
される｡最初の節では,再編成の概念が何を意味して
いるかの検討を試みる｡つぎに,最近のイギリスの公
共部門で起きている変化を分析するために､再編成の
概念に含まれる鍵となる概念が適切かどうかを検討す
る｡とくに､ 1980年から1987年の間のサウサンプト
ン･南西ハンヅ保健区における病院サービスの再編成
の分析に注目する｡本研究は､サウサンプトン都市圏
の再編成に関する包括的調査の一部をなす｡この地区
の保隆局は,サウサンプトンの通勤圏のほとんどカバ
ーし､ 8000人の職員を抱える地区最大の雇用先である｡
(2)再編成論と公共部門
再編成の概念は,民活化の概念とほぼ同様に､近年
において｢使用頻度は高いが持つ意味のレベルは低
い｣と言えるだろうo例えばMartinは,再編成とい
う用語を｢生産と労働と福祉の新しい構造をめそる社
会経済の経済的､技術的,社会的,政治的再編の幅広
い過程を示す｣ (1987, 2)ものとして使っており,この
定義は,近年の社会変化のほとんどを含んでいる｡こ
うした定義は.資本主義経済において起きている多く
の複雑な諸変化の相互関連に注目するという利点を持
っているが,生産と消費の詳細な関係を理解しようと
する際には厳密さを欠いている｡多くの人々が先進諸
国における福祉国家の再編成について論じてきたこと
は確かに事実である｡例えばGoughは,彼の先駆的研
究において,資本主義の要求を満たすための福祉国家
の本質の変容という事態を指すために､再編成という
用語を用いた(1979, 138)｡他の多くの人々も､利潤蓄
積の要求を満たすために先進諸国の福祉制度の構造に
起きた全般的な変化について述べている｡こうした変
化を記述するためにいくつかの新語が作り出されてき
た一例えば, ｢再資本化(recapitalisation)｣ (Miller,
1978), ｢脱集団化(decollectivisation) ｣什Iarloe and
Paris, 1984), ｢再商品化(recommodi凸cation)｣ (Harloe,
1981), ｢戦争国家(Warfare State)｣の発展(Castells.
1985)｡しかし,これらの包括的理論における再編成と
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いう用語の使い方は､地域経済の変貌に関する研究に
おいてこの語が持つようになった意味とは本質的に異
なる｡製造業における再編成の概念は､一連の特殊な
概念を含むようになってきており､それらは公共部門
の研究者からは全般的に粍祝されている｡
Warde(1988)が指摘しているように,再編成論とは､
マルクス主義経済学理論を世界的経済分業への理解の
深化と結びつけようとする試みであった｡近年多くの
ローかノティの実証研究で行なわれているように､マ
ルクス主義思想に引きずられた諸概念から一部の概念
を切り離して自由に使うことも確かに可能だろう｡し
かし､もしそうするならば,再編成論を支えている諸
概念の相互依存関係を見失ってしまう｡そのように切
り離されてしまった多くの概念が存在しており､様々
な人々が強調する視点も時とともに変化を遂げてきたc
しかし,鍵となるいくつかの概念はつぎのように要約
o*t&t
l.地域は次笥に類似するようになる(等質化論)
(Warde, 1985a)のではなく,世界の諸地域はいくつか
の軸に沿って次第に差異化しつつある｡
2.この差異化の過程は､資本蓄積の必然性という
観点からもっともうまく理解できる｡空間的差異化は､
利潤を追求する資本が用いる一つの資源となってきたo
3.利潤の追求は､国際分業の台頭を招いた(Frobel
et al, 1988) ｡ Warde(1988)の主張によれば､再編成学
派の主要な業績の一つは､様々な地域における特定産
業吾肝5の詳細な事例研究である｡これと矛盾するが､
｢新国際分業論｣は,特定産業部門への地域的な特化
が起きていると主張する｡かつては､地域の経済発展
は特定商品(例えば繊維や造船)の生産の全工程に特
化する能力と結びついていたが,最近では､様々な商
品の生産工程のうちの特定の段階に特化する能力と結
びついていると主張されている｡
4.こうした新しい国際分業の発展は､多くの要因
の結果であった｡そのうちでもっとも重要なのは,つ
ぎの二つである｡一つは､全世界で活動する多国籍企
業･多角経営企業の成長である｡二つめは,生産工程
の諸段階をいくつかの地域に分割することを可能にす
る技術変化である｡
5.このような新しい空間的分業が出現した中心的
要因は,コストや黙練水準,労働争議の見地から労働
過程を支配し労働供給の地域差に適応することを資本
主義企業が必要としていたからである｡それゆえ､本
社は大都市かその周辺に集中し､研究･開発活動はそ
の地域の周辺の専門職貝が好む快適な居住環境の地域
に集中すると言われている｡生産労働者の中に特殊技
能を必要とする産業は､技能労働のプールをもつ地域
に集中するだろう.自動化の串入が可能な場合や､過
去に労働争議の経験を持たない低廉労働力を雇用した
い場合には､周縁地域への立地が行なわれる｡それゆ
え最近では､再編成論はローカリティ研究と結びつい
ており､ローカリティ研究は変貌する国内経済の中の
様々な地域における生産分業の高まりに関心を向けて
いる(Cooke､ 1986)｡
6.様々な地域には,複雑な階層構造を持つ空間的
分業が存在する｡この階層構造は､鵠度かの｢投資の
盾j貢｣に注目する歴史的観点から十分に理解すること
ができる｡この過程は､現在では古典となってしまっ
たつぎのようなMas監yの文章に要約されるo ｢ある
地域の社会経済構造とは,国際分業の変動の中でその
地域に次々と与えられてきた様々な役割の複合であ
る｣ (Mas紀y, 1978, 116)｡この文章から､有名な地質
学的な比喰が生まれた-投資の循環は､様々な地域に
おいて異なった結合を見せる地層のように堆積する｡
この比喰には多くの批判があるが(Warde, 1985b;
Newbさ1986)､それに代わる比喰は提案されていない｡
7.経済の地域的再編成は､雇用の地域的移転だけ
にとどまらず､生産における社会関係の変化に基づく
階級の複雑な再編成とも絡んでいる｡それゆえ､所有
関係や技術的な分業に関する複雑な階層構造は､その
地域の階級構造に反映されるだろう(Ma錨ey, 1984)｡
このような変化は､つぎには､家族関係,投票行動,
政治運動に影響を及ぼすだろう｡これらの諸関係もま
た､このアプローチのうちでもっとも議論を巻き起こ
している点である｡
8.再編成は､資本､労働､国家の間の相互関係の
産物である｡
公共サ-ビスは､上で議論した考え方の中心にある
民間製造業への関心とは､二つの重要な点で異なる｡
第1に､公共サービスは利潤追求とはまったく異なっ
た必然性によってつき動かされている｡第2に.公共
サービスは雇用の絶対量では地域差がほとんどない
(Marquand, 1983)0 Massey(1984)が指摘するように,
これらの二つの要因は明らかに関連している｡管轄区
域内を通してほぼ同一水準のサービスーあるいは最低
水準のサービス-を供給するという義務が､ほとんど
の公共団体に課せられている｡もし､公共サービスが
単純な利潤追求原理に従うなら､多くの地域ではサー
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ビスが供給されないだろう｡それゆえ､ほとんどの公
共サービスは､民間部門に見られるような不平等と特
化の空間的階層性を示さない(Massey, 1984)｡公共団
体の行政構造と組織目標のために､多国籍製造企業が
可能なようには､公共部門はあちこちの地域で労働者
を解雇できないのは当然である｡
このような相違にもかかわらず,再編成論と公共部
門の発展との関係を詳しく検討するには多数の根拠が
存在する｡第1に､再編成に関する従来の研究は製造
業部門にとらわれており､サービス部門における再編
成過程を分析することが緊急の課題であるという認識
が高まりつつある(Sayer, 1985)｡サービス業を概念化
したり製造業とサービス業を区別することは極めて困
難であることが明らかになったため,二つの部門間の
類似点に関心が向けられてきた(ⅥもIker, 1985を参照)o
つまるところ､サービスが民間市場によって供給され
るか非市場交換に基づいて供給されるかは､サービス
と財というかなり悪意的な区別よりも重要な要因と思
われるが､だからと言って､再編成諭を公共部門にも
拡張する可能性を頭ごなしに捨て去るべきではない｡
第2に､以上のことから導きだされるように､サー
ビス部門の考察は､サービスを供給することのできる
方法の多様性に注目してきた　Mark-Lowson et
al(1985)が指摘するように､サービスは以下の方法で
供給することができる｡第1に､家計内で(通常は女
性の労働によって) ｡第2に,民間市場によって｡第
3に､貨幣による直接的な形またはバーターによる間
接的な形で,コミュニティのインフォーマル経済を通
して｡第4に､ボランティア組織や慈善団体によって｡
第5に､中央政府または地方政鰍こよって.これらに
加えて､ボランタリー部門や民間部門による種々の形
態のサービス供給を支援するために中央政府や地方政
府がとる手段(例えば税の優遇措置)などの,上記の
方法の混合形態も様々にある｡公共財の理論によれば､
民間市場を通した供給を不可能にさせる性質をも持つ
いくつかの財とサービスが存在するけれども､防衛の
ような少数の極端な事例を別にすれば､サービスがあ
る特定の形態によって供給されなければならないとい
う技術的な根拠はほとんどない甲山ch, 1985)c
このように､サービス供給の諸形態間の代替可能性
がもっとも顕著に認められるのは､国内の地域ごとに
かなりばらつきが見られる非法定的サービスである｡
5歳以下の子供のケアは､上記の五つすべての形態で
供給されており､その構成割合はイングランドの各地
域ごとにかなりの差が見られる｡これはおもに地方政
府によるサービス供給の差に左右されている肝inch.
1984)c供給形態における代替可能性は､供給の特徴に
おいて国際的にもかなりの差があることからも明らか
となるoさらに,職場,家計､公共サ-ビスの領域に
おける諸過程を関連付けることが必要であるという認
識も高まっている　the Lancaster Regionalism Group
の調査は､こうした相互依存関係を明らかにするのに
大きく貢献してきた｡この調査によれば､戦間期のイ
ングランド北部諸都市における福祉サービス供給の地
域差は､コミュニティの中での女性の政治運動の性格
と関係しており､こうした政治運動は､当該コミュニ
ティにおける主要な雇用先の特徴と関係していた
(Mark-Lawson et ai 1985; Savage, 1985)c上の議論の
おもな含意は,公共部門の分析を孤立したものとする
のではなく､急速に変化を遂げつつある民間部門のサ
ービス供給の分析と統合すべきことにある｡民間のサ
ービス供給は､製造業の再編成のように､国内の諸地
域に見られる大きな地域差の指標となるのである｡
上記の議論から三つの重要な点が導きだせる｡公共
部門への再編成論の概念の適用は､公共サービスを｢民
営化｣したり､費用/効率の基準を公共サービスとし
て留まっているサービスにも適用しようとする近年の
試みでも操案されてい田vans, 1985: Le Grand and
Robinson, 1984) 0 Spencer(1984)の主張によれば､最
近起きている変化の多くは､実際には｢外部委託
(contractig out)｣と呼ぶのが正確である.なぜなら､
地方自治体はサービスの仕様や入不LiA程に対してかな
りの支配力を維持しており､一方､ ｢民営化｣はある
特定分野から公共部門が完全に撤退することを意味し
ているからである｡こうした過程を記述するためにど
んな呼び方をしようとも,公共部門の労働慣行やサー
ビス供給における最近の変化の多くが､民間部門に見
られるものと対応していることは明らかである〇民間
部門に関する初期の研究は､労働力を管理する必要性
への対応策として再編成に大きな関心を示してきた
(Massey and Meegan, 1978)｡そして､この問題はサ-
ビス業においてさほど重要でないと論じられてきた.｡
製造業の再編成に関する最近の研究によって,再編成
を引き起こす要因に関するわれわれの知識が広がり,
サービス研究との対応関係もさらに深まった(Flyn皿
and Taylor, 1986)c
公共部門を研究する必要(こ注目している別の密接に
関連した問題は､生産における｢フレキシビリティ｣
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という多くの議論を巻き起こした概念だった｡この用
語は､コンピュータを使ったデザインからフレキシブ
ルな製造システムや労働現場の変化に及ぶ広範な生産
の変化を表すために使われてきた(Atkin日on, 1985)cこ
れらの新しいフレキシブルな生産戦略は,従来の空間
的分業を破壊する可能性を持ち､また､伝統的な工業
中心において工業が再集積と見込まれると言われてい
る(Cooke and Morgan, 1985)｡フレキシビリティの意
味や製造業にどの程度導入されたかが,大きな論争の
的となった｡変化の程度が誇張されているとか,フレ
キシビリティが多くの企業における独特な発展という
よりも経営上のイデオロギーになってしまったという
意見もある(Pollert, 1987)cこのようなフレキシビレテ
ィ論争の矛盾した一つの特徴は､近年でもっとも変化
が激しいと多くの人が考えている分野.つまり公共部
門の問題に関する研究がほとんど存在しないことにあ
った｡例えばAtkin釦n(1985)の描き出しているフレキ
シブルな企業のモデルは､政治的に右派の人たちの多
くが実現を望んでいる公共部門のモデルときわめて類
似しているoこのモデルでは､経営者のトップは,負
的支出を最低額に抑えて公共サービスをフレキシブル
な企業に外部委託する責務を負う｡公共部門において,
フレキシビリティの問題に対する明確な認識を欠いて
きたのには,多くの理由がある肝bllert, 1987を参照)o
このことも,公共部門の分析を急(･必要を示唆してい
るのである｡
再編成という概念と公共サービスとを結びつける研
究の必要性を強調するのに役立つ最後の点は､多くの
地域では,製造業の衰退とサービス業の緩慢な成長の
ために､公共部門が地域経済に占める比重が高くなっ
ているという事実である｡実時いくつかの地域では､
公共部門が多くの公共事業や交通事業を縮小したため
に､かなりの失業を生み出してきた｡多くの労働党支
配の自治体では､現在,公共サービスが将来的な雇用
の増大をもたらす可能性のある主要産業と考えられて
いる(Labour Re党arch Department, 1985)c多くの地
域では､様々な形態の公共サービスが重要な雇用先と
なっており,地域労働市場に大きな影響を及ぼしてい
る｡ローカリティ研究に大きな正当性を与える根拠の
一つは,外部の力が地域労働市場を通して経済に与え
る影響を測るには､ローカリテイ(地域)のスケール
が有効だからである(Rckvance et al, 1986)c地域の変
化に及ぼす民間部門の影響を検討する場合､民間部門
の特定産業において目立つ労働慣行に関心を奪われて
しまい,公共部門における重要な労働慣行を無視して
しまう危険性がある｡
上で議論した問短の分析は､多くの困難な問題を提
起しているが､将来の研究の方向性においていくつか
の望ましい目標に関するコンセンサスが広がりつつあ
る｡現在求められているのは,労働の分野での変化,
家計の分野での変化､政府活動の分野での変化の相互
関連を考慮した分析方法であるという認識が高まりつ
つある｡そのような研究でも,一方では機能主義や還
元論[世帯活動と政府活動は生産領域における資本主
義システムの必然性に依存していると理解する]に依
拠したり､他方では絶対的自律性[世帯と国家構造は
互いにほぼ自立的に発展すると理解する(Humphries
肌d Rubery, 1984)]に依拠するという基本的な間違い
を犯してはならない｡さらにそうした研究では,人間
の主体的行為の役割も考慮しなければならないし､社
会形態の発展におけるローカリティの重要性も認識し
なければならない｡たとえこのことが十分に認識され
たとしても､議論の余地がかなり残されていることは
言うまでもない｡それゆえ､本稿の以下の論述はまだ
推測の域を出ておらず,上で述べた必要性の観点から
見れば,再編成論を公共サービスの研究に対して適応
したり手直しする方法を考察する試みであるc
(3)再編成と公共サービス
先進資本主義国におけるサービス供給の展開に関す
る研究は､経験的な感覚とくに具体的な地域(ローカ
リテイ)の文脈で｢裏打ち(pin down)｣するのが難し
い抽象理論が多い(Miles. 1985を参照)｡ Daniels and
Thrift(1985)の指摘では､サービスの成長が製造業部門
の経済成長への反応に過ぎないと考えられている点で,
｢脱工業化(postindustrial)｣理論､ ｢自給経済(self-
service economy)｣論､ ｢資本の循環(circulation of
capital)｣論のすべては,様々な形で還元論の悪影響を
受けている｡彼らはまた,遇元論へのこうした傾斜の
結果､これらの抽象理論は各々のサービスにおける発
展が複雑であることに対してやや無頓着であると指摘
しているP弧iels and Thri氏?塔R??''茶?ッ?ﾈﾊ@
究は,のコンテクストにおいてとりわけ有益である｡
なぜなら彼は､再編成理論をサービス供給に適用しよ
うと試みたからである｡しかし保健サービスを除けば､
urryの事例のほとんどは,民間部門から取られている｡
それゆえ次節では,私はUrrvのカテゴリーを取り上
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げて､公共サービスに対するその妥当性を評価するo
1)部分的な自給
第1表は,民間部門と公共部門における再編成の形
態間の対応関係を示しているc l番目のカテゴl)-の
再編成は､ Gershuny and Miles(1983)の研究からの借
用である｡彼らは,技術コストが低下するにつれて､
かつては家計外で購入されていたサービスが家庭内で
の財の利用によって置き換えられるという方法に注目
した｡この古典的な例は､映画や｢生の｣スポーツ観
戦に代わるビデオやテレビ､レストランでの外食に代
わる電子レンジである｡こうした変化の背後にある推
第1表サービス部門再編成の形態(再編成カテゴリーと
民間部門の例のほとんどはU汀y. 1987からの引用)
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進力は､本質的には技術変化と考えられている｡な
ぜなら,技術革新は財やサービスの相対コストに影響
を与えるからであるi Gershuny and Milesの研究は多
くの理由から批判されており､それらには､技術的決
定論を強調し過ぎており､彼らの分析方法では多様な
社会･政治闘争の影響が無視されているという理由も
あった(Uny, 1987)cけれども､もし社会･政治闘争を
この過程に組み入れるなら､自給の概念を公共サービ
スの分野に導入することができるだろう｡人々は､た
んなる技術革新の結果としてではなく､ ｢個人の責任｣
を強調するイデオロギーが強いる集合的形態の消費か
ら個人的形態への消費の移行の結果として､自給へ向
かう傾向を概念化することができる(Rose and Rose,
1982)c
コミュニティと世帯がどの程度自給できるかは,近
年において相反する傾向を生む原因となった｡一方で
は,近代技術によって家事の負担を軽減する多くの機
械が生まれた｡しかし､拡大豪族が弱体化し伝統的コ
ミュニティネットワークが崩壊したために,助けを必
要とする人々を世話するという仕事を負担する人々の
能力が失われてしまった｡民間部門で自給が増加する
過程の諦要は利潤追求であるが,イギリスの公共サー
ビスの場合に大きな原動力となったのは､サッチャー
政権が支出削減と｢民営化｣によって公共部門の縮小
を追求したことだったo公共サービスの自給化過程の
進行は,イギリス国内でも地域ごとにかなりのばらつ
きがあり､とくに多くの労働党支配の地方議会は､中
央政府による削減要求に抵抗した(Pinchっ19叩oこの
ような変化が自給形態に及ぼす影軌ま,将来の研究に
とって重要な分野である｡
自給というカテゴリーに含まれる新しい一つの動向
は,人員削減を補うために地方自治体が無報酬のボラ
ンティアに依存する度合いが高まったことである｡無
報酬のボランティアには､社会サービスを補助するボ
ランティアや学校における親のヘルパーがある
(Webster, 1985)c　いわゆる施設の合理化(下を参照)
も自給に対する大きな圧力となった｡高齢者向け住宅
の廃止や保育サービスの縮小,学校給食サービスの縮
小はみな,家族一つまり女性-が扶養者を世話するよ
うにさらに圧力をかけた｡最後に,家庭内での自給の
増大を招くもっとも重要な展開の一つは､いわゆる｢コ
ミュニティケア｣の発展である｡コミュニティの中に
小規模な分散した施設を供給し,ケアを受ける人を大
規模施設に収容するのを減らすことは,多くの見地か
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ら見てすばらしい目標だけれども､実時の｢コミュニ
ティケア｣の言葉は､コミュニティサービスの提供が
不十分な古い施設を閉鎖し､ケアの負担を家族や近所
のインフォーマルな扶助に押しつけることを意味する
ことが多かった｡
2)労働強化
第1表の2番目のカテゴリーは､労働強化に関する
ものである｡これは､ほとんど投資をしなかったり能
力を削減すると同時に､経営や組織を変更することに
よって労働生産性を高めることである｡この概念もま
た､そのもっとも降立った例がいくつか見られる公共
部門に非常によく当てはまる｡例えばイギリスの国民
保健サービス(NHS)では,一定のインプット水準
に対するアウトプットの比率を高めるための努力が払
われてきたoその結果､職員1人当りの受診患者数が
増加している｡ウェセックス地域では,患者数が9.3%
増加したが､病床数は3%減少した｡これは,患者の
入院日数を短縮したり,外来患者を25%増やすことで
可能となった(Wessex鮎gional Health Authority,
1987)｡このような外来患者の増大は､医療職貝と看護
職貝の労働負荷を増大させた｡看護の場合には､交代
勤務のシフトの重複時間が短縮されることも多かった｡
外来患者の増大は同時に､もっとも密度の濃い治療を
必要とする重症入院患者の割合を高め,これは職員に
かかる負担を増やすことになった｡依存度の高い患者
の増加は,これまでもすでに長時間の勤務だった研修
中の訓練医の労働をさらに悪化させたoサウサンプト
ン･南西ハンツ保健区では,過酷な夜勤の割り当てを
減らす努力が払われてきたが､訓練医は1人当り年間
14000ポンドから19000ポンドも人件費がかかるので,
今まで通りの予算の制限の中でポストの数を増やすこ
とは困難だった｡.サウサンプトンで聞き取りをした何
人かの看護婦は､看護婦のモラルの低下を招いたおも
な原因は､低賃金ではなく労働の強化であると述べた｡
イギリスの他の多くの地域と同様に,専門看護婦や熟
練者護婦を確保することは困難であった｡このような
労働強化の帰結の一つが､無断欠勤の増大と考えられ
ている｡サウサンプトンで,病気以外の理由による欠
勤と定義される無断欠勤がとりたてて多いわけではな
いが､病気を理由とした看護婦の欠勤を､経営者は｢懸
念している(causing concern)｣と述べている｡労働強
化は､ NHSの事務職員や管理職にも影響を与えた｡
仕事量の増加は,行政職貝の総数の削減とも関係して
mm
労働強化は高等教育においても進行しており､大学
の教員1人当り卒業学生数も近年増加している(Urry,
1987)｡サービスの外部委託そのもの､あるいは少なく
とも外部委託を脅しとして使うことによって､地方自
治体はそのいくつかの事業とくに現業部門の労働を強
化した｡サウスエンドでは､ゴミ収集に外部委託を導
入することで,一定の仕事時間が終わってからではな
く｢タスク｣をやり終えたら勤務が終わる｢タスク終
了(task and end)｣システムを廃止した田vans, 1985)｡
労働強化は､職員の削減や退職職員の無補充､パー
トタイム職員の活用によっても起きている｡こうした
戦略すべてが,人員削減された職員にのしかかる圧力
を増加させた｡高齢者や失業者､ ｢ハイリスク｣の人々
の数が増加しているため､人員削減された職員に要求
される仕事量が増えている社会サービスのような分野
で､こうした圧力はとくに激しかったo高齢者や失業
者の増大は､図書館サービスへの需要も増加させたc
鴎時職員や残業の廃止､職員数の削減のために､職員
の過重労働は強化され､病気による休職や有給休暇に
よる休職をカバーする職員も減らされた｡ブラッドフ
ォードでは,図書館サービスの人員配置も再編成の対
象となったため､資格レベルの低い職員が大きな責任
を背負わされた(Webster, 1985)0
3)投資と技術変革
投資と技術変革は,新しい生産形態への巨額な投資
が雇用の削減を生む状況を指している｡製造業と比較
すると､民間サービス部門でのこの形態の変化につい
てはほとんど知られていないが,公共サービスの分野
では様々な変化が進行中である｡このような変化には,
保健･福祉サービスの記錠のコンピュータ化や医療に
おける電子診療機器の導入､教育分野におけるビデオ
やコンピュータを使ったサテライト学習システムの将
来的な利用が含まれる(Gershuny and丸山es, 1983)c従
莱.こうした技術のほとんどは,公共部門における雇
用構造全体にほとんど影響を与えてこなかったDコン
ピュータやソフトウェアに関する専門知識が必要とさ
れるため,わずかの職種にしか影響を及ぼしてこなか
った(Gerehuny and Miles, 1983)｡看護婦やソーシャル
ワーカーのような公共部門のサービス職の多くは.人
に対するケアと関わっているので,技術で代替するの
が難しい｡ロンドンのGuy-s病院では,集中看護の職
員不足に対処するために,コンピュータ制御の点滴シ
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ステムの利用を始めたと最近報告されている｡患者の
意識がないのだから看護婦の｢人間的ふれあい｣は不
必要だという議論がある一方､聴覚は人間が最後に失
う機能だから意識のない時でさえ人間の声が重要だと
主張する人もいる｡
サウサンプトン･南西ハンツ保健区では､医療新技
術が最近重視されるようになったため､熟練オペレー
ターや技術者が必要になった｡ NHSでは､こうした
熟練技術者に支払う賃金水準が他業種に比べてかなり
低く､地域経済にとって重要なエレクトロニクス産業
がNHSの熟練技術者を｢引き抜く｣事態もしばしば
起きている｡これへの対応策の一つには,新しい機械
の導入後に労働者が担当する仕事の格付けを順次上げ
ることだった｡これは､賃金を上昇させる効果を持ち､
保健局が職員の弓ほ抜きを防(･のに役立つ｡
サウサンプトンでは,労働コストを削減するために
も新しい技術が使われている｡これはおもに､外来患
者登録システムや患者言出最､賃金と給料のコンピュー
タ化や経営情報システムの導入を通して行政職貝に影
響を与えた｡この過程は将来も引き続き､オートメー
ションが労働力削減にかなり役立つと思われる診察に
も広がるだろうo　こうしたコスト削減の過程には,袷
食配送システムの導入も含まれる｡ほとんどの場合､
効率を向上させ労働コストを削減するための新技術の
導入に従来から積極的だった民間部門に, NH Sが追
いつきつつあると考えられる｡
サービス部門のうちで技術変化の影響をもっとも受
けやすい職種は､ワープロシステムによって職員が削
減される事務職であるという見方は,広く合意をみて
いるだろう｡ブラッドフォードの市議会は､集中化し
たワープロシステムの導入によってタイピスト雇用者
数を半減させたことを報告している(Webster, 198恥
けれども,昇進の期待が小さくなり仕事の裁量が狭め
られるため,仕事への満足感を減らすのではないかと
いう新技術の影響への不安もある｡この点で注目すべ
き事例は,新技術の導入によってサウスエンドでのゴ
ミ収集を担当する労働力管理の問題が大きくなったこ
とである｡大型で効率的なこみ収集車の導入によって,
労働者は所定業務を数時間で終了できるようになった｡
そのため､追加的な仕事は超過勤務の労働と見なされ
た｡その結果彼らは,肉体労働者としては相対的に高
水準の賃金を得るようなり,市にとっては労働コスト
が増大することになった(Evans, 1985)=
4)合理化
合理化は､ほとんど新規投資をせずに施設を閉鎖す
ることを指すo民間部門においてよく弓1き合いに出さ
れる合理化の例は,映画館と洗濯屋の閉鎖であるo　し
かし,最近の学校や病院や福祉センターの閉鎖のよう
に､公共サービスにおいても多くの合理化の事例が見
られる｡施設を閉鎖する基準の多くは､言うまでもな
く合理性と技術的な基準だけれども,外部委託と同様
に､施設の閉鎖は本来的に政治的色彩を帯びている｡
アメリカの事例が示すように,たとえ学校間鎖の基準
が厳格に適用された技術的なことがらに基づいている
としても､閉鎖から一番不利益を被るのは貧しいコミ
ュニティのことが多い(Honey and Sorenson, 1984)｡
公共サービスの削減と合理化がどの程度まで可能か
は､地域によってかなり違いがあるだろう｡それゆえ､
就学前児童の保育施設や高齢者サービスなどの非法定
サービスをかなり削減した地域もいくつか存在したo
けれども､ Mohan(1988b)が認めているように, NH S
の大幅な削減は,保守党政府にとって選挙結果にダメ
ージを与えることになるo同様に､教育予算の削減に
反対する人々の圧力も高まりつつある｡ 1β
Grand(1984)の主張では､サービスが合理化の対象に
なるかどうかに影響を与える重要な要因は､サービス
を消費する人々の階級構成と生産する人々の階級構成
の両方である｡教育とNHSの例のように､生産者に
も消費者にも強力な中産階級が含まれている場合には,
合理化の範囲は限られる.社会福祉の場合には､受益
者は社会の貧困層であるが供給者は中産階級であるた
め,このサービスはある程度合理化の対象となりやす
い｡労働者階級が生産者であるゴミ収集のようなサー
ビスは､きわめて安易に民間下請に移管されやすい(吹
節を参照) ｡.
しかし階級に加えて､地方政府の支出削減と関連し
ている別の重要な説明要因が存在する｡それはジェン
ダーである　Webster(1985)の主張によれば､支出削減
の対象に一番なりやすいのは,サービスの生産者が女
性であり､しかも同時に,このサービスから最大の恩
恵を受けている消費者も女性であるサービスである｡
女性は､地方政府の現業部門の多くを支えており､そ
れは人員削減の対象となったり外部委託の対象となっ
たため,地方政府がサービス供給から撤退した後には､
家庭内でケアする人として女性が責任を負わされるよ
うになった｡
全般的に見れば､公共部門の財政削減政策から不利
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益を被る可能性のある貧困層やマイノリティ､差別反
対集団が多数存在するだろう｡例えば､ 1970年代中葉
のニューヨークの財政危機の後には, 1960年代の雇用
均等化プロジェクトによって公共部門に雇用された多
くの黒人がレイオフされた(She氏ner, 1980)c
空>サ! i
第1表のカテゴリー5の下請もまた,公共部門を分
析するのに有益な概念である｡近年急成長している民
間部門の生産者サービスの多くは､言うまでもなくN
HSのクリーニングや給食のようにいくつかの設備の
民営化(もっと適切な表現では外部委託)に対する反
応である｡イギリスでは多くの場合､下請によって雇
用者が減らされ,労働過程が強化され(カテゴリー2)､
付加給付が低下し(例えば病気休業絵や休日数の削
減) ､労働組合が消滅した(Spencer, 1984)｡ NH Sに
民間下請業者を専人したことによるおもな効果は､時
給の切り下げよりもむしろ総労働時間の短縮にあった｡
それゆえ,雇用保護法の有資格者となるために必要な
週16時間の労働に満たない労働者が採用されるよう
になった(Mohan, 1988b)｡
民営化の及ぶ範囲は,地方政府ごとにかなりのばら
つきがみられ､それは議会の政治的立場によって左右
された(Moon and Parnell, 1986)=サウスエンドの場合
には､ゴミ処理のの外部委託を可能にしたのは,労働
者に対する支配力を増大させようとする保守派議会と
レイト納税者からの圧力の両方であり,それは外部の
機関を活用するという方法によって行なわれた
田tarns, 1985)｡ダヅドレイでは､学校給食の民営化に
よって雇用職員数が削減され,労働時間も40%削減さ
れた｡ケント､ハートフォードシヤー,ソマーセット､
ウイラルでは,学校給食職員を余剰人員化して短時間
契約で再雇用することによって,雇用条件の変更が行
なわれ､無償の昼食､休日手当､学校休み中の休業手
当などの付加給付が廃止された(Webster, 1985)c
サウサンプトン･南西ハンヅ保健区では,競争入札
の対象となった給食､洗濯､掃除サービスの大部分は,
内部職員との契約に切り替えられたo労働組合は､競
争入札の過程を毛嫌いして非協調的方針を取った｡そ
のため､入札過程で地域の経営陣は,仕事の細かな取
り決めをするのに直接労働者と交渉した｡このため,
外部に委託した場合に民間業者が提示する額よりも低
いコストで契約が行なわれた｡サウサンプトンのゼネ
ラル病院では,担当する仕事量を減らさずに清掃職員
の労働時間が25%もカットされた｡清掃職員の総数は
337人から252人に削減され､パートタイム契約の43
人の労働者が解雇された｡,仕事内容の新しい取り決め
によって制限的な雇用慣行が減らされ､現在では.職
員は柔軟に活用されている｡救急病棟の掃除を担当し
てきたパートタイムの夜勤職員が廃止され､現在では
緊急の仕事は手術室担当の掃除人によって行なわれて
いる｡組合幹部は､これらの新しい雇用契約が職員の
モラルを低下させ､サービス水準を低下させたと主張
している｡
Paul(1984)の主張によれば,メドゥェイ地区の保健
局は,組合の抵抗のとくに強いと思われる病院におい
て補助的サービスの外部入札を慎重に進めた｡サウサ
ンプトンのゼネラル病院の事例では,これまで競争入
札への移行が行なわれた補助的サービスは,過去に｢や
つかいな｣労使関係の歴史を持っている男性主体のサ
ービスよりも､変化への抵抗が比較的少ないと思われ
る女性主体のサービスが多い｡しかし､これらの男性
主体の補助的サービスの雇用慣行にもかなりの変更が
加えられており､将来的には警備やポーター,運転手
も競争入札になると予測される｡
6)パートタイム労働の増大
Urryの6番目のカテゴリーは､従来のフルタイム労
働をパートタイム労働や縁辺労働者によって代替する
ことであり､公共部門ではその重要性がまだ十分には
評価されていない｡パートタイム労働者の権利は､労
働時間数によって違いはあるものの､たいていはフル
タイム労働者と比べて限られているo過当り16時間
から30時間の労働者と比べると,過当り16時間未満
の労働者は,不当解雇からの保護､人員整理補償の権
刺,出産手当の権利を持っていない(Webster, 1985)?
過当り8時間未満の労働者は､権利をまったく持って
いない｡労働時間を16時間未満に削減する政策は､
公共部門でもっとも発達してきたと言われている
(Labour Research Department. 1984)<:多くの地方自
治体は､雇用保護の要件を満たさないようにパート給
食職員の労働時間を削減した｡いくつかの地域の地方
自治体では,供給問題を克服するためにパートタイム
教貞を次第に活用しつつあることを示す根拠も多い｡
なぜなら､教員の失業が次第にフルタイムで増えつつ
あるのに対して,パートタイムの教員数は変わってい
ないからである.パートの萌郎二復帰した教員は,たい
ていはBumhamのグレードの最下位に限定され,研
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修や昇給の機会が一般的にはほとんどない(Ⅵもbster,
1985)cパートタイム雇用へのシフトは､図書館や博物
館サービスでもっとも顕著に見られる｡
けれども､財政圧力に直面した場合の反応の方法は､
地方自治体によってかなり異なるため､このような進
展の重要性は未解決の問題として残されている
汀i-avers, 1983)｡いくつかの地方自治体では､職員の
削減をパートタイムに限定してきた｡こうした自治体
はおもに､イーストサセックスやヘレフオード､ウ-
スターといった非大都圏の自治体だった｡これと対照
的に他の自治体-おもに大都市圏の自治体-は､パー
トタイム労働者数を増やし､フルタイム労働者を削減
した｡ Karan(1984)の主張では､全般的にパートタイ
ム労働へのシフトが行なわれるのは,これによって自
治体が､歳入の不安定に対処できるようなフレキシビ
リティを得られるからである｡ NHSではパートタイ
ム労働者への顕著なシフトが見られるが､現在までの
ところ､これが歳入の逼迫に対する対応なのかそれと
も職員採用への対応策の問題なのかははっきりしない
(Mohan, 1988a)c
サウサンプトンの事例では､ NHSのパート職員の
数は､民間部門よりもはるかに少ないD例えば民間病
院では､パートの看護婦をかなり使用しているが, N
HSにはパートの看護婦はほとんどいない｡大きな部
署で多人数のパート労働者を雇うには管理上の問題が
あるとはいえ, NHSは職員不足の問題に対処するた
めに､将来的にはパートタイム労働者をもっと多く雇
う可能性が高いだろう.パートタイムの活用が増えて
いる分野は､行政職である｡ NHSは(大学や地方政
府などの他の公共部門と同じように) ,秘書職員に対
して民間部門の現在の賃金水準以下の賃金しか支払っ
ていない(一番給与の高い秘書を比べると,民間とN
HSでは年間250ポンド以上の差がある) ｡このた
め公共部門は,新規学卒者やパートタイマーを多く活
用せざるを得ない｡この事例では､パートタイム職員
の活用は,自発的に選んだ雇用方針というよりも､保
健局に強いられたものと言える｡補助的サービスのい
くつかの分野では､外部委託によってパートタイム職
員の使用が増えることもある｡興味深いことに､こう
したパート職貝の使用の増加によって､労働力を活用
する際のフレキシビリティが失われることもあった｡
過去においては､低賃金のフルタイム労働者たちは,
低賃金を補うために超過勤務を進んで行なったが､パ
ートタイム労働者に対して仕事量をもっと柔軟にする
よう説得するのは困難だった｡こうした硬直性は,パ
ートタイム労働者にのしかかる家事の制約によって生
じていると思われる｡こうしたコンテクストにおいて､
民間病院に雇われているパートの清掃員は､必要とさ
れる時にいつでも雇うことができると考えられており､
サウサンプトン地域ではそうした仕事に就く女性には
事欠かない点は注目に値する｡
7)貫の向上とサービス機能の財化
カテゴリー7と8は,サービスの質の向上とサ-ビ
ス機能の財化が公共サービスに対して持つ重要性の問
塵である｡確かに､いくつかの公共部門では､再研修
制度によってサービスの質を高める努力が払われてき
た｡この研修プロジェクトには､人種やジェンダーに
関する教育を職員に対して行なったり､こうした教育
がサービス供給に及ぼす影響も含まれる｡住民参加の
プロジェクトやコミュニティオフィスを分散して設立
することによって､自治体がコミュニティのニーズに
もっと敏感に応えようとする努力もあるoこうしたプ
ロジェクトの多くは, ｢ニューアーバンレフト(New
Urban Left)｣と呼ばれる左翼の自治体の主導で行なわ
れてきており､これらの変化は,コスト削減を目指す
一般の傾向とは著しい対照をなした｡民営化と外部委
託が公共サービスの質と効率化に及ぼす影響は,もち
ろん大きな論争を巻き起こしている問題である｡最近
の二つの報告書によれば,電気通信事業田ritish
Telecom Unions Committee, 1986)と水道事業
(Patterson, 1987)の民営化は､産業の利害と比べると､
一般消費者に対するサービスの質の悪化を招いた｡
8)立地移動と空間的JB積.家事化
最近の論文でUny(1987)は,以前の類型(Uny,
1986)を拡張し,サービス業の分野ではこれら以外にも
三つの再編成があると主張した｡そのうちの立地移動
と空間的集稗という二つの過程は､相互に密接に関係
しており､公共サービスではかなり以前から実施され
ている｡その事例は第1表に示されている｡家事化は､
上に述べたような部分的自給と密接に関係した別の概
念である｡言うまでもなく､第1表に示した過程の多
くは深く関連しており､ある-つのサービスの中で同
時に起きることもあるc
(4)公共サービスの分析に対する再編成論の限界と
可能性
ピンチ 119
Urryの類型は明らかに､初期のMas艶yの概念と
Gershuny and丸Iiles(1983)のアプローチを合成したも
のである｡労働強化､投資と技術変化､合理化という
Masseyの最初の3類型が修正され拡大されてきたよ
うに(Flynn and Taylor, 1986を参照)､サービス業にお
けるUrryの類型を修正する余地もかなりあるo例え
ば､多くのカテゴリーがかなり重複している｡例えば､
家事化は財化や自給と関係しており､労働強化は下請
と関連していることが多い｡これらの再編成過程の多
くが､反対方向に進むこともあり得る｡再編成によっ
てある分野では自給が減少し､サービスの非財化を招
くかもしれない(例えば,薬剤よりもカウンセリング
や治療が増えたり,たんなるハードウェアを供給する
よりもコンピュータプログラムの作成が増える) c　し
かしはっきりしていることは､偶発的な力なのか何ら
かの巨大な方向性につき動かされているのかは分から
ないが､こうした過程によって労働組合の力が衰退し､
経営側の主導権が強まっている点である｡
再編成論における｢投資の地層｣という比喰に対し
て向けられている重要な批判の一つに､この比喰が変
化を引き起こす過程を十分に理解しないで,空間的分
業の歴史的発展を記述するために用いられている点に
ある(Newby, 1986)｡製造業部門の研究から明らかとな
ったことは,再編成に用いられる戦略は産業ごとに非
常に様々であり､用いられる戦略の特徴には､企業の
構造や製品市場の性質の変化,用いられる技術の特質､
生産工程の特徴､労働過程の特徴などが含まれる｡こ
れらの諸要因を｢同一と仮定する｣としても､類似し
た企業が様々な方法で対処する能力にはかなりのばら
つきが見られる｡これと同じような複雑さは､公共部
門においても明らかに存在しているだろう｡例えば､
地方政府の異なる部門では､支出削減を求める中央か
らの圧力に対する反応の仕方が違うだろう｡それにも
関わらず､民間企業の研究より公共部門において理論
構築が容易と考えるには根拠がある｡
第1に,近年の変容の重要性にもかかわらず,他を
一定とすれば､民間企業より地方政府サービスの方が
変化の度合いは小さかったと考えられる｡けれども,
この点をあまり強調すべきではないoなぜなら､多く
の民間企業は,予測的な議論の多くが主張するほどに
は､再編成を実施してこなかったという指摘があるか
らである(Pollert. 1987)〕実際,過去10年間において
多くの企業がさほど大がかりな再編成を行なっていな
いし､実際に行なわれた変化の多くが｢再編成｣と呼
べるほど大がかりなものかは議論の余地がある｡第2
に､民間企業の場合よりも､いくつかのタイプの地方
政府には大きな類似性があると考えられる｡専門雑誌
や党員との個人的な接触を通じて,地方政府間ではか
なりの意見交換が行なわれている｡それゆえ､経済開
発の分野でのイノベーションは､あちこちの労働党議
会の中で急速に広まり､それは｢猿真似(copycat)｣的
要素が強い｡第3に､地方政府にかかる圧力は､ほぼ
同一である｡中央政府から地方政府への外圧は､民間
企業にかかる様々な外圧よりも類似性を持っているだ
ろう｡もちろん,地方政府へのこうした圧力の影響は､
圧力が作用する環境がきわめて複雑なために､多くの
複雑な結果を引き起こすだろう｡確かに､少なくとも
一つの点では,公共部門は多くの民間企業よりももっ
と複雑であると考えられるo　というのは､地方政肝は
非常に多様な労働力を雇用しているからである.,こう
した労働力には､医者のような専門集団,プランナー
や教員や看護婦のような準専門集団､清掃員のような
多くの比較的低賃金な集団があるo
それゆえ民間企業と同様に､地方政府の再編成は､
組織内の特徴によって媒介される｢トップダウン｣の
圧力や｢ボトムアップ｣の圧力への対応として描かれ
る｡第2表は､これらの圧力を表にまとめたものであ
る｡
第2表地方自治体や他の公共団体に対する再編成の
圧力のタイプ
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この類型では明らかとならないのは､そうした要因
が再編成における空間的な差異にどのような影響を与
えるのかという点である｡例えば､いくつかの明瞭な
政治変数が存在し､これらの変数は､外部委託やサー
ビスといった問題に対する保守党支配の議会と労働党
支配の議会の態度を反映している(Moon and Parnell,
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1986;Pi血ch, 1987)c地域労働市場などの要因や専門職
の影響はさほど明瞭ではない｡
(5)サウサンプトンにおける保健サービスの再編成
これらのタイプの要因間の相互関連を, 1980年代の
サウサンプトンの初期医療の再編成を分析することに
よって考察する｡サウサンプトンはユニークな産業構
造を持っているが,全般的には他の南部イングランド
の都市地域と共通した特徴を数多く持っている｡こう
した特徴には､いわゆる｢ハイテク｣職業の割合が高
いこと､製造業における失業率が比較的低いこと(大･
中規模事業所の閉鎖はほとんどない) ､失業率も相対
的に低く､新規雇用の伸びも割合と高く､サービス業
における雇用の伸びも高く､個人住宅への需要も継続
しており､そのため住宅着工件数も多く住宅価格の上
昇も著しい｡しかし,このような繁栄は地域全体にわ
たって均等に分布しているわけではなく､インナーシ
ティ地域や周辺部の自治体の中には,貧困･衰退地区
のエアーポケットも存在するoロ払binson and Pinch,
1987)cサウサンプトン･南西ハンツ保健区は､高齢者
比率が高まりつつあるインナーシティ地区と､若年人
口が急速に増大しつつあるアウターシティ地区の両方
を含んでいる｡
サウサンプトン経済のこうした特徴は,イギリスに
おける空間的分業の変化を反映している｡地域経済の
主要部門を検討することによって､様々な異なった傾
向が明らかとなる｡域内の生産を統合し､他地域から
この他域内に生産拠点を移した企業もいくつか存在す
る｡域内で生産する製品の高付加価値化を進め､低付
加価値の工程を極東あるいはイギリス国内の縁辺地域
に移転させた企業もある｡全体として見れば､サウサ
ンプトン都市地域では､イギリス経済の｢核心｣地域
として企業の統合が行なわれ､研究､開発,マーケテ
イング､管理機能の強化に重点が置かれてきた｡また,
労働力の熱線産も次第に高まりつつあり,金融サービ
スへの依存度も高まり､ピラミッド型の雇用構造から
ダイヤモンド型の雇用構造へとシフトしつつある
(P血ch et a], 1988)｡
こうした発展は､この地域の保健サービスの変化に
対する全体的な背景となる｡保健サービスの構造変化
は,他産業の変化と類似した形で大まかに概念化され
るだろう｡保健サービスの場合には,保健社会保障省
(DHSS)から出されウェセックス地域保健局を通
して降りてくる変化を求める大きな力は､コスト削減
と効率向上に対する圧力となる｡そしてこの力は､サ
ウサンプトン地域に固有な特質とぶつかり合って､地
域労働市場の状況や地方行政の構造､地方労働組合や
専門集団の行動などの要因にネって変化を遂げるo
サウサンプトン保健区にかかる圧力の多くは､他の
保健区にかかる圧力と似ているため､ここでとりたて
て述べる必要はないだろう｡もちろん近年においてこ
の保健地区は､様々な方面で資金や財政削減の問題を
経験してきたことに留意しなければならない｡ウニセ
ックス地域は全体として､域内の急増する人口を考え
ればRAWP (1)から恩恵を被っているが､資金の配
分額が医療コストのインフレ率に追いついていないと
一般的には考えられている｡他の地域と同様にウェセ
ックス地域では､従来の歳出削減の枠内では不可能な
職員給与の高い上昇が容認されてきた｡ウェセックス
地域では､現在､医療コンサルタントの数を定員以下
に減らしており､このことは昇進の機会が減少し研修
医の仕事の負担が大きいことを意味している一二.これは,
最近のDHS Sの報告書でも確認されている｡ウニセ
ックスは､ 3日間に1晩以上の夜勤の勤務割りで研修
医の数が近年増えている唯一の地域である(1987年4
月9日付けSouthern Even血g Echo紙)｡ウェセックス
地域保健局では､ 800人中173人の研修医が3日のう
ち1晩以上の当直を命じられている｡サウサンプトン
保健区では､サウサンプトン大学の医学部への資金提
供の結果､予算削減も発生した｡医学部の職員は､緊
急外科手術のためにサウサンプトン･ゼネラル病院に
入院した全患者の約3分の1を治療している｡こうし
た削減策の一つの結果は､緊急ではない外科手術の待
機患者の待ち時間が増えたことだった｡実際､サウサ
ンプトン病院の待機リストは,全国で最悪となってい
る｡ 1987年3月には､ 8217人の腰番待ち患者がおり､
そのうち1427人は緊急手術を必要としていた｡.後者
の患者のうち､ 933人つまり63%の人は､ 1か月以上
も手術を待たなければならなかった｡緊急ではないと
判断された6790人のうちの29%の患者は, 1年以上
も手術を待たなければならなかった(.患者の入退院が
早いにも関わらず,サウサンプトンでは､ 1978年から
1984年の間に入院治療の順番待ち患者の数は50%も
増えた｡
ウニセックス地域は､ミドルズプラのような北部地
域に特徴的な失業や貧困問題には直面していないけれ
ども汀bwnsend, 1987)､人口増加やタイトな労働市場
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の状況は固有の圧力や問題を作りだしているo人口増
加のために, 10年後にはウェセックス地域局における
保健サービス需要は20%増加すると予測されている
(Wes監Ⅹ鮎gional Health Authority, 1987)c　また､保
健サービスに対する需要の大きい二つの人口集団､す
なわち子供と65歳以上の高齢者も, 10年後に各々
5700人と36500人も増加すると予測されている｡実際､
1971年から1981年の間における65歳以上人口の増
加率は,全国の都市域のなかでサウサンプトン市域が
もっとも大きかった(13.72%) ｡このように需要が増
加したため､職員を15%増やすことが必要であると言
われている｡しかし､現行の予算抑制の枠内では､わ
ずか10%の増加しか可能ではない｡さらに､もし貸金
水準が現在のまま続くなら,職員の増加は4%に留ま
り,サービス水準が低下すると予想される｡
地域経済が保健サービスに与える大きな影響は､特
定タイプの職員の採用の問題に見られるo例えば1987
年には､手術室の看護婦の不足のために王立ハンツ病
院の手術室の一つが閉鎖された｡タイトな労働市場は,
看護婦にとって他に多くのタイプの仕事を得る機会が
あり､転職率が高いことを意味している｡もちろんこ
れは全国的な問題であり､看護婦の給与が低水準であ
ることにその根本原因があると広く言われている｡優
秀な看護職貝を採用したり引き留めることは次第に楽
しくなりつつあり､緊急医療や専門医療の分野ではな
おさらである｡サウサンプトンにおける給与の問題は,
この地域の住居費が高く､この地域のNH S以外の産
業の賃金水準が相対的に高いために､さらに悪化して
いるoこれと対照的にTownsent(1987)は､看護婦の採
用がミドルズプラでは大きな問題となっていないとで
はないと述べている｡ミドルズブラでは生活費が安く
失業率が高いので,公共部門から離職するのを思い留
まらせているのである｡ウェセックス地域の5人に1
人の看護婦は,多かれ少なかれ他の仕事を｢副業｣し
ていると推測されている｡この数字はロンドンにおい
て副業をしている看護婦が3人に1人であるという数
字よりも小さいが､北部において副業をしている看護
婦の割合(4%)に比べればずっと大きい｡サウサン
プトン地域の二つの民間病院の存在は､高齢者向けの
多くのナーシングホームや家庭内での看護ケア需要の
増大とともに､長期的雇用と短期間の斡旋看護による
副業収入の機会を生み出している(職員採用の問題は
病院に限られるわけではない｡聞き取り調査をしたあ
る住宅協会の話によれば.サウサンプトンの職員の転
職率は北部地域に比べて高いという.｡彼らの話では､
｢引き抜き(甲aching)｣が問題であるというoなぜな
ら､いったん職員が職場訓練を受けると､彼らは他の
会社に引き抜かれてしまうからである) ｡
地域的要因が保健政策に影響を与える別の方法は､
地方官僚の機能を通してである｡中央政府の文書の多
くは.大まかな指針を与えるに過ぎず,当該の問題ご
とに地域保健局,地区保健局､病院区は各々の施行基
準を作成する裁量を与えられている　Griffiths報告書
(social Services (九mmittee, 1984)は､臨床予算を導入
することによって､医者と経営全般との関係を改善し
ようと試みたo　しかしこの報告書は､一般的原則だけ
しか提示しておらず､経営全般の解釈は各保健地域や
保健区に任された｡このことは､サウサンプトン･南
西ハンツ保健区に明瞭に見ることができる｡この保健
区では､様々な病院に導入された経営構造にかなりの
ばらつきが存在しているのである｡
例えば､大規模なサウサンプトン･ゼネラル病院(職
員数約5000人)は､北アメリカの｢ジョン･ホプキ
ンス｣モデルに基づいた構造を持っている｡こうした
構造はイギリスでは珍しいし,ウェセックスではなお
さらである｡このパターンは､高額な医療コストを効
果的に管理できるのは医者だけであるという仮定に基
づいている｡この構造が数年前に最初にイギリスに導
入されたのは､ロンドンのGuy's病院だったoこの病
院は, NHSの最近の矛盾と似たような状態にあり,
心臓外科医が財政的制約とは関係なく子供の手術を続
けていた｡サウサンプトン･ゼネラル病院の構造は､
内科､手術室､診察､外科といった臨床サービスのユ
ニットを作ることでコストを管理しようとした｡そし
て各ユニットは,臨床サービス管理者(医者)と補助
塩床サービス管理者(いつもというわけではないが､
たいていは看護婦)によって管理される｡この構造は､
コストを削減して効率を向上させることを重視してい
る｡この構造は､サウサンプトンの王立ハンツ病院(職
員数約1300人)や他の大きな病院で見られる構造と
はまったく違っている｡こうした病院には､看護サー
ビス監督官が1人しかおらず, 13人の臨床サービス管
理者を置かずに, 1人だけの医療代表しかいない｡
サウサンプトンの研究における主要な要素は､労働
市場の二重化ないし分断がどの程度起きているのかを
明らかにすることにあった｡つまり､労働条件､給与､
昇進の見通しといった要素に見られる差が広がりつつ
あるような,分断されて重複しない労働市場に労働者
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が細分化される傾向があるかどうかを明らかにしたか
った｡経営全般に関するGriffiths原理の導入は,保健
サービスにおけるこのような問題に影響を与えた｡
Griffiths報告書が出される前には,看護婦の責任範囲
は完全に専門的であり､階層構造のかなり上の方まで
伸びていた｡そのため,多くの看護婦には昇進の見込
みがかなりあった｡つい最近までNHSは､医者､事
務官､看護婦の3つに分かれたシステムで運営されて
いた｡このシステムによって,特定の専門家の知識と
目標に照らし合わせて,患者や顧客のニーズが決定さ
れるというように､専門家の価値を重視することがで
きた1974年の改革でも手つかずだったこのシステム
は,拡張期には受け入れやすかったが､財政抑制期に
は経営全体の原理を実行するのを困難にした｡
Griffiths改革案は,経営全体の原理が機能するように
バランスを調整する試みであった｡
Griffiths経営においては､ユニットに属する全職員
の経営責任がユニットの紙背理者に与えられている｡
このような変化の結果､看護の専門家(準専門家)は
医療の専門化としての地位を失ってしまったことを示
す根拠は多い｡このような変化には,二つの大きな影
響があった｡第1に看護婦は､専門的問題に関しては
他の熟練看護婦に対して責任を持ち,他の問題に関し
ては能管理者に対して責任をもつという二重の責任を
持った複雑なシステムが出来上がったo　この二つの責
任を区別をするのは､不可能ではないにしても困難で
ある｡第2に､これによって看護婦の巧妙なキャリア
の階層構造が断ち切られてしまった｡それゆえ,もし
看護婦が昇進を希望するなら､総管理部に入らなけれ
ばならないということを意味した｡とりわけ､旧制度
では昇進が期待できた年配看護婦たちは,昇進の機会
が閉ざされてしまったと感じたG
Griffithsの再編成策の一環として,サウサンプト
ン･ゼネラル病院では､ 20人の熟練看護職貝の仕事が
廃止され､たいていは看護婦でない13人の総管理者
が彼女らに代わって据えられた｡コンサルタントがこ
の二つの過程において重要な役割を果たしたと言われ
ているcなぜなら､臨床サービス管理者の立場にある
人たちの多くは,補助的経営者として看護職院を採用
することに反感を持っていたからであるc実際には,
多くの看護婦が臨床サービス管理者に任命されたが,
多くの部署では看護婦のモラルの喪失が確かに見られ
た｡こうした雇用機会の減少はほんの一部の看護婦だ
けにしか影響を及ぼさなかった｡なぜなら､ NHSの
他の職員と同様に看護婦の多くには､昇進キャリアが
まったく開かれていないからである｡
上述の分析を総合すると､民間サービス業や製造業
と比べると､公共サービスの再編成では地域性の影響
がさほど明瞭には見られないように思われるc例えば､
サウサンプトンの製造業で観察された変化の多くは,
他のサンベルト地域の変化と類似している(P山ch et
al, 1988)c　しかし病院の事例では,サウサンプトンは
北部地区を含む全国の他の地方中心都市と類似した問
題を示している｡もっともそうした問題は､高い生活
費や労働力不足を引き起こすサウサンプトンの高い成
長率によって増幅されている｡地域の行政上の再編成
といった要因が,こうした労働市場の特質とは関係し
ていない｡しかしこの地域では､病院の特徴と行政的
変化の形の間には関連性があった｡最大規模の病院で
あるゼネラル病院は,もっとも困難な産業的組織上の
問題を経験しており､もっとも激しい形の変化を経験
した｡
(6)将来の研究のための方向性
本稿の主要な論点は､公共部門のサービス供給にお
ける近年の変化が､民営化や下請といった一つの単語
でくくるにはあまりに複雑であり,再編成の概念を公
共部門に適用することによって､近年の変化に関して
洞察が得られるという点にある｡本節では､このよう
なアプローチを取ることから生じるいくつかの重要な
問題を考えてみたい｡
1.近年の変化が､公共部門の労働力の脱熟練化と分
極化をどれくらい引き起こしたのだろうか?｡　近年
の雇用変化が労働力の構成に及ぼす影響に関する製造
業の研究は増えつつあり､少ないながらも民間サービ
ス業に関する研究も存在するc公共部門は､民間部門
の変化の影響を増幅しているのか,それとも弱めてい
るのかを検討することも重要である｡
2.最近の再編成は,熟練,ジェンダー､年齢､人種
など多くの側面の労働力構成にどんな影響をもたらし
たのか?.
これに関しても､民間製造業とサービス業に関する
研究は増大しつつある｡経営者の多くは､若年層の雇
用をとくに嫌がっていることが明らかにされつつある｡
人員整理や欠員の非補充の結果,女性が不利益を被っ
ている部門もあるし.パートタイム雇用の成長によっ
て女性が利益を享受している部門もある｡公共部門が
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この傾向をどの程度まで改善することができ､またど
の程度まで増幅させるのかを検討することも興味深い｡
3.平等､質,効率の基準から見ると､こうした変化
はサービス供給にどんな影響を及ぼしたのか? 0
これらの基準は多様な方法で測定できるので､この
間題は非常に複雑である｡効率性は､組織単位で見た
一定水準のアウトプットに対する資源のインプットの
比率と見なすことができる(Spencer, 1984)｡それゆえ
効率性の計算は､外部委託コストと比べた組織の内部
コストに注目すれば良い｡他方,サービス供給の質と
平等は､サービスのアウトプットとコミュニティに及
ぼすその影響と関連している｡
4.公共部門の再編成は,自営業者に対してどんな影
響を及ぼしたのだろうか?｡　近年自営業者数がかな
り増加しており,その多くは､教育,保健､給食,清
掃などのサービス部門で働く女性であるのaniels and
Thrift, 1985)｡この傾向が持つ重要性は,今後の調査
を待たなければならない｡
5.公共部門の再編成に見られる地域的な差異は,全
国的に見た場合にどれくらい大きいのか?｡　これと
関連する重要な問題は,地方議会の政治的立場やサー
ビスの性質､地域の労使関係が､その地域で観察され
る再編成のタイプにどの程度影響を与えるのかという
問題である｡初期の研究によれば､外部委託が顕著に
集中している地域は,イングランド南東部や南西部､
イーストアングリアの保守党支配の地方自治体である
ことが明らかとなっているが,そのパターンは急激に
変化している(Moon and Parnell, 1986)0 NH Sに関す
る研究もまた､雇用変化に見られる大きな地域的差異
を明らかにしている(Mohan, 1988a)c
6.公共部門の内部における差異はどれほど重要か?｡
これまで議論してきた事例のほとんどは､地域政府や
保健サービスから得られたものであったo　しかし､近
年になって民営化されたサービスや他の公共サービス
についても研究が必要である｡例えば,郵便､電気通
信､交通サービス,公益事業,官庁の調査機関,国土
調査局などの種々の団体である｡
(7)結語
本稿では､産業再編成の研究から得られた広範な一
連の概念が､福祉制度の構造に見られる最近の変化を
分析するのにどのように利用できるのかに注目してき
たo産業の再編成から得られた概念と公共部門におけ
る変化の分析とを結びつけることの大きな利点は､そ
れらによって近年の福祉国家の性格の変化がどれほど
多様であるか明らかにすることにあるc　こうした概念
の適用はかなり長く遅れている｡なぜなら皮肉なこと
に､イギリスの職場で起きているもっとも大きな変化
のいくつかは､公共部門に見られるからであるo例え
ばサウサンプトンでは､もっとも極端な労働強化の例
は, NHSの補助的労働の強化に見られたc　これと対
照的に､民間部門の多くは比較的わずかしか変化を見
せていない｡生産性に関しては､公共部門は民間部門
に追いつきつつあると言えるだろう｡しかし,公共部
門で支払われる賃金は全般的に､他産業の同等の仕事
に支払われる貸金よりも低い｡さらに､サウサンプト
ンの多くの民間企業においては､フレキシビリティの
増大は高賃金の見返りとして起きたo　これは､ NHS
の多くでは見られない展開である｡
産業の再編成から得られる概念の大きな限界は､公
共サービスのコンテクストでは,これらの概念が変化
を求める圧力ではなくて結果に焦点を当てている点に
ある｡公共部門の結果の多くは民間部門の結果と対応
するけれども､公共部門の組織にかかる圧力は非常に
多様である｡さらに､公共部門で起きた変化のタイプ
は､民間部門よりも種類が少ないように思われる｡地
方自治体にかかる政治的･財政的制約のために､ ｢工
場｣を閉鎖したり,生産ラインを移転させたり,人員
整理をしたり､新しい設備に投資する地方自治体の能
力は,民間吾即耶二比べて乏しいo現在利用可能な概念
がきわめて多様なことから生じる問題も存在しており､
それは一貫性を欠いた折衷を招く可能性もある｡それ
ゆえ､将来の重要な課題は,このような概念を､本稿
の冒頭で議論した幅広い理論と関連づけることである｡
PI
(1)紫源配分作業グループ(the Resoiirα Allocation Working
Pa吋)のプロジェクトは.相対的ニーズを基にした地域間の
資源配分を目指していた｡
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